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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 * 2 4 4 6 1 1 0 0 1 1 1 5 0 0
15 * 0 0 5 10 2 4 2 0 3 3 0 5 1 0
37 * 0 0 4 8 1 3 2 1 2 3 0 4 0 0
60 * 0 0 5 10 0 2 3 3 2 5 0 1 0 0
76 * 1 1 6 10 1 1 2 0 6 6 0 1 1 0
2 0 0 0 0 4 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0
5 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
10 0 0 0 0 3 0 0 1 2 1 3 0 0 0 0
12 0 0 0 0 1 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0
14 0 0 1 0 2 3 3 3 0 1 1 0 1 1 0
18 0 0 1 2 3 4 4 0 2 3 5 2 0 0 0
24 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
29 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
32 0 0 0 0 0 2 2 0 0 1 1 0 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 2 1 3 0

3 7 27 60 14 20 15 9 22 31 4 17 3 0

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
6 * 1 2 2 6 0 0 4 0 1 1 1 2 0 0
22 * 0 3 6 12 4 4 3 2 11 13 2 1 0 2
25 * 0 0 2 2 0 0 2 1 4 5 1 1 0 0
32 * 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0
33 * 0 0 7 13 3 4 2 1 0 1 1 2 0 0
5 0 0 0 0 2 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
11 0 0 1 1 3 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0
16 0 1 2 3 5 0 0 0 1 1 2 3 2 0 0
24 0 0 2 1 2 0 0 1 1 2 3 1 0 0 0
30 0 0 0 0 0 1 2 1 1 0 1 0 0 0 0
69 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
91 0 2 4 3 4 0 2 2 0 3 3 1 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 1 1 2 0
4 14 25 49 8 12 20 7 23 30 10 8 0 2

2014年度関西学生バスケットボールリーグ戦

Team / Coach: 禿　正信 -
合　　　計 72

0 -
0 - -

2
22

0 - -
金田 拓也 12

RATE 28.6%

-

0

51.0% 66.7%
200

中西 佑介

室垣 佑真 2 11

4
藤田 俊祐 17

壁谷 亮彦

29

1 4

橋本 尚明 9 25
戸梶 智康 2 11

25

保花 広樹 7 28

ST MINTO AS

山本 悠真 0

三浦 彰将 0
大木 健司 4

REBOUND３Ｐ BS

シェリフ ソウ 18 35

2

近畿大学

№ Ｓ 選　手　名 ２Ｐ ＦＴ ＦPTS

Team / Coach: 尾前　光昭
合　　　計 77

0 -

200
RATE 42.9% 45.0% 70.0%

原 佑弥 2
-

元田 大貴 0 5

佐藤 雄人 16 25
荒谷 優斗

2

高山 竜之介 3 10

改田 賢太 0 1
津江 彰太 0 5

16
石塚 渉 2 7

川武 雅幸 0 4

0 5

仲西 佑起 9 25

井島 啓貴 8

谷口 淳 12 34

神門 千郎 10 23

Ｓ 選　手　名 ＦＴ MIN

田野 司 15 36

AS ST BSTOPTS ３Ｐ ２Ｐ

２次リーグ戦 勝チーム

試 合 日 2014.10.12
同志社大学開始時間 16.00.00

会　　場 岸和田市総合体育館

同志社大学

Ｆ REBOUND№

コ ー ト
勝ち点　１０ 勝ち点　１３試 合 ＮＯ165

77 72

敗チーム

近畿大学

男子

戦評
総括、長きにわたったリーグ戦の最終試合を飾ったのは、ここまでの戦績で互いに1位を確定した近畿大学と、2位
確定となった同志社大学との一戦となった。守護神ソウを要する近畿大の全勝優勝を田野、谷口を中心としたアップ
テンポなバスケットで同志社が阻止するのかが注目となった。試合が始まると両チームともに白熱した攻防で一進一
退のゲームを展開するが、大きな決め手なく前半を折り返す。後半に突入してからも点の取り合いでどちらもが意地を
見せるが、勝負を決めたのはミスをより的確に得点へとつなげた同志社であり、リーグ戦の最終試合を飾るにはふさわ
しい試合となった。
第1ピリオド、開始早々、近畿大#33藤田のレイアップシュートで幕開け、すぐに同志社#60神門が2連続得点で返し
序盤から白熱した攻防が展開される。序盤は同志社が気迫のディフェンスで近畿大のオフェンスをシャットアウトし
ファーストブレイクから同志社#15谷口のミドルシュート、同志社#76佐藤のレイアップ等でリードを奪いスコアに差が出
始めると近畿大はタイムアウト。タイムアウト後の近畿大のオフェンスでは近畿大#6保花が3Pシュートをきっちり決める
が、同志社の勢いは止まらず、ディフェンスからターンオーバーを誘発させ得点に繋げてリードを広げ、２１－１３のス
コアで第1ピリオドを終了。
第2ピリオドが始まると近畿大は激しいディフェンスから近畿大#16橋本の連続得点などで差を縮めると、オフェンス
が機能し始め、近畿大#22ソウのフリースローでゲームをイーブンな状態に戻す。ここから一進一退の展開が続き、両
チームともにベンチメンバーが多く出場し試合を展開させていく中で、お互いにファウルがかさみフリースローが与え
られ、近畿大よりも確率よく決めた同志社が３１－２８とわずかにリードを奪い第2ピリオドを終了した。
第3ピリオド、同志社#60神門のシュートで後半が始まるとすぐさま近畿大#6保花が決め返すと、試合はアップテンポ
な展開に。得意な展開に持ち込んだ同志社は同志社#15谷口のミドルシュートや同志社#0田野の3Pシュートでスコア
を伸ばしていく。だが近畿大も近畿大#33藤田のミドルシュートなどで主導権を渡さず、近畿大#16橋本、近畿大#91金
田らの3Pシュートで逆転に成功する。この後も点の取り合いは続き、５２－５７近畿大リードで勝負は第4ピリオドへ。
第4ピリオド、開始から早い段階で同志社は同志社#18井島の活躍で差を縮めると、同志社#0田野のレイアップで逆
転、また同選手のスティールからバスケットカウントで６７－６１で差が広がると近畿大はたまらずタイムアウト。タイムアウ
ト後は近畿大#91金田の3Pシュートで追いつくと、激しいディフェンスから近畿大#22ソウのダンクで逆転、さらに再び
近畿大#91金田のミドルシュートでスコアを６９－７２としたところで同志社は後半2回目のタイムアウトをたまらず取得。
タイムアウト後、同志社は同志社#0田野が3Pシュートをきっちり沈め、直後のディフェンスでインターセプトから同志社
#37仲西がレイアップを成功させ、残り30秒、７４－７２のスコアとなったところで近畿大が2回目のタイムアウト。近畿大
はタイムアウト後のオフェンスで近畿大#6保花がシュートを放つも射抜くことはできずファウルゲームへ。フリースロー
を与えられた同志社#14高山はしっかりと沈め、最終スコア７７－７２と同志社に軍配が上がった。
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